
教育目標  笑顔いっぱい ひとみ輝く 西部っ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１月の主な行事予定】 

２日（月）児童といっしょの安全点検 

５日（木）自主学習ノート展示（～１３日） 

     内科検診 

 ６日（金）５年社会科見学（技研） 

７日（土）Ｂ５校時限 授業参観・学級懇談会

ＰＴＡ親子研修会 弁当日 

９日（月）振替休業日 

１０日（火）全校朝会 

１１日（水）職員による読み聞かせ① 

（1・2 年 5・6 年） 委員会活動 

１２日（木）職員による読み聞かせ②  

（3・4 年） 集会（ASG 委員会） 

１６日（月）職員会議 

  １７日（火）子ども文庫 

１８日（水）１年校内授業研 

１９日（木）食育指導 

 ２０日（金）月山体操スクール体験学習 

       １～４年（１・２校時） 

       ５・６年（３・４校時） 

 ２４日（火）移動お話会  

  ２５日（水）クラブ活動（最終） 

  ２６日（木）児童集会（職員講話） 

  ３０日（月）心を育む給食週間 

       （～１２月４日） 

   

 

 

 

 

  今月は，1年生と５・６年生が，山形県朝日少年自然の家を会場に秋の自然と触れ合う学習を行い

ました。 

１年生は，１５日（木）に「あきとふれあおう」の学習に出かけました。８名の１年生は，自然の

家のもりの中で，木の実を拾ったり，草むらを転がったり，アスレチックに挑戦したりと，深まる

秋の自然を思いっきり楽しみました。また，自分たちが育てたさつまいもを焼き芋にしていただく

経験もしました。子どもたちは，もりの中に入るや否や「くりがいっぱい。」「どんぐりもあるよ。」

「どんな虫がいるのかな。」と，驚きの声を挙げたり，ひざまずいて虫と同じ目線になったりしなが

ら，夢中になって「あきとふれあう」ことができました。 

５・６年生は，８日（木）に「自然体験学習」を実施しました。午前中は小雨が降り続く天候であ

ったため，館内で「蜜ろうそく作り」や「火おこし体験」の活動を行いました。午後からは天候も良

くなってきたので，自然の家のだいご味である「自然の冒険」を体験しました。「自然の冒険」は，

自然の家のもりの中を突き進みながら，晴天の時でも崖を登り下りするのが難しいコースです。そ

の分，ゴールした時の達成感は何とも言えない充実感に包まれます。「自然体験学習」を振り返って，

６年生が書いた作文に次のような文章がありました。 

 

 

 

 

 

レイチェル・カーソン（米国）は，著書『センス・オブ・ワンダー』の中で「「知る」ことは「感

じる」ことの半分も重要でない」と謳っています。また，次のようにも記しています。 

「自然を通して何かに出会い，それに対して強く感 

じるとき，その先に確固たる知識や知恵が生まれ， 

生き生きとした精神力が生まれる。」このメッセージ 

は，初めて見るものや経験することが減ってきた私 

たち大人に向けられているようにも感じました。 

<次頁に活動の様子（写真）を掲載します。>  

 

 

 

 

河北町立谷地西部小学校 

令和 ２年１０月３１日 

 Ｎｏ．２６９ 

電話 ７１－１１０８  

自然を通して何かに出会う大切さを… 

～「1 年秋さがし」「５・６年自然体験学習」～  校長 丹野 宏紀 

１０月６日（火）<西部小・北谷地小１・２年生交流学習会>が北谷地小を会場に実施されました。

本年度は，新型コロナの影響で，今日が今年初めての交流会となりました。《英語を使ったフルーツバ

スケット》や《ドッジボール》を思いっきり楽しみ，北谷地小との交流を深めることができました。 

 

はじめ登ったり，下ったりする階段を見た時，「急だな」と思いました。一つ目の階段が終わった

とき，やり切った感じがしました。でも，二つ目の階段を見ると「まだ終わらないのかな」と思って

いました。（中略）一つ一つの景色を見ると感動して，「次のきれいな景色を見るために」と，一生け

ん命冒険をすることができました。 

草むらを走り回る 1 年生 

本年度より，新学習指導要領による学習が全面実施されました。その中で５・6 年生に『外国語』が

新設されました。これまでも河北町では，３～６年生まで外国語活動として英語に親しむ機会を設けて

いました。現在３・４年生は，火曜日の５時間目，週一回の英語の学習に積極的に取り組んでいます。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１０月１３日（火），２時間目に持久走記録会を行いました。当日は，持久走をするには最適の

天候となり，子どもたちのがんばりを後押してくれるようなコンディションとなりました。１年

生から６年生まで３７名の選手は，ここちよい秋風の中，自分の目標や自己ベストタイム達成に

向けゴールを目指して走り切りました。今大会では，６年女子８００ｍで朝烏吏那さんが新記録

を達成することができました。同種目では１１年ぶりの快挙です。 

  今年は，コロナの影響で，例年一学期に取り組んでいる陸上学習（練習）がほとんどできませ

んでした。６月に実施した運動能力テストからも，体力の落ち込みは否めませんでした。このよ

うな状況下の中，子どもたちは，９月の運動会終了後から約一カ月間，持久走に取り組んできま

した。登校後の朝マラソンをはじめ，体育の時間や昼休みにもたくさんの走り込みをしました。  

ゴール前でのデッドヒートや，マスク越しに仲間を応援する姿からは，西部小伝統の「最後まで

あきらめない」「仲間を思いやる」の精神が伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 距 離 氏 名 記 録 

１年男 ６００ｍ 齋藤 慎太 ２分４９秒４ 

１年女 ６００ｍ 宇野 結愛 ２分３８秒９ 

２年男 ６００ｍ 竹屋 蓮人 ２分５２秒３ 

２年女 ６００ｍ 堀米  愛 ２分３３秒１ 

３年男 ８００ｍ 宇野 蓮人 ３分４９秒５ 

３年女 ８００ｍ 宇野 愛絆 ３分４７秒２ 

４年男 ８００ｍ 竹屋 奏汰 ３分２７秒３ 

４年女 ８００ｍ 竹屋 結衣 ３分３４秒３ 

５年男 １０００ｍ 岡崎  翼 ４分０４秒９ 

５年女  ８００ｍ 馬場 香暖 ３分４２秒０ 

６年男 １０００ｍ 岡崎 優輝 ３分５１秒５ 

６年女 ８００ｍ 朝烏 吏那 ２分５７秒５（新） 


